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VMでの Cisco Expressway展開について
Cisco Expressway（Expressway）ソフトウェアは柔軟な展開オプションをサポートし、VMware
の仮想化アプリケーションとして利用できます。これにより、企業は「会社の標準的な」仮想

マシン（VM）ハードウェアプラットフォーム上でExpresswayを実行することができ、既存の
データセンター内での管理や展開が簡単になります。適切に指定されたVMプラットフォーム
では、アプライアンスハードウェアで実行するExpresswayと同じようにVMwareでExpressway
が実行されます。

ライセンスキーの取得
PAKベースのライセンスを使用する場合、ライセンスのオプションキーは、ExpresswayVMの
インストール後に、ExpresswayVMのシリアル番号を使用して取得できます（[オプションキー
（Option key）]ページおよび Expressway Webインターフェイスのフッターから入手可能）。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


